
 

（お知らせ） 

 

定期検査中の福島第二原子力発電所３号機の 

制御棒駆動機構ハウジングにおけるひびらしきものの確認について 

 

平成 17 年３月 10 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

福島第二原子力発電所 

 

 当所３号機（沸騰水型、定格出力 110 万キロワット）につきましては、平成 16

年 12月２日より第 13回定期検査中ですが、平成 17年２月 16日から実施してい

る制御棒駆動機構ハウジング＊１スタブチューブ＊２溶接部の応力改善作業＊３にお

いて、水中カメラによる目視点検を実施していたところ、２月 23日、当該溶接部

近傍の制御棒駆動機構ハウジングの表面にひびらしきものを確認いたしました。

（平成 17年２月 23日お知らせ済み） 

 

 応力改善作業は 108本実施する予定であり、引き続き応力改善作業に伴う他の

制御棒駆動機構ハウジングスタブチューブ溶接部の目視点検を実施しておりまし

たが、本日午前９時 30 分頃、75 本目の点検において当該溶接部近傍の制御棒駆

動機構ハウジングの表面にひびらしきものを確認いたしましたのでお知らせいた

します。 

今後、このひびらしきものについて詳細に調査してまいります。 

 

 本事象による外部への放射能の影響はありません。 

 

以 上 

 

＊１：制御棒駆動機構ハウジング 

   制御棒駆動機構が納められている筒 

＊２：スタブチューブ 

   ハウジングを原子炉圧力容器に固定するための継手 

＊３：応力改善作業 

   制御棒駆動機構ハウジングスタブチューブ溶接部の応力腐食割れ予防保全の観点

から、溶接部近傍に残っている応力（引張る力）を改善するための作業 

 

                      （お問い合わせ先） 

福島第二原子力発電所 

広 報 部 

TEL 0240-25-1353 
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